
 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪教育大学は、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が実施する「次世代科学技術チャレン

ジプログラム（STELLAプログラム）」の令和 8年度公募に企画を提出し、書類審査および面接審査の

結果、同事業の小中型に採択されました。 

 

本学が提案した企画は、「ものづくりと多角的視野を武器に価値を生み出す次世代科学技術イノベーター

育成」です。この企画では、「ものづくりのまち」である大阪の地域性を生かして、児童生徒の多様な個性

を強みに変える才能育成を行います。そこで、産官学の教育連携組織「みらい教育コモンズ」を活用し、一

人ひとりの興味や特性に寄り添った探究活動を展開します。 

 

児童生徒育成の柱として、未来の課題を「見抜く力」、幅広い分野を見渡す自由な発想で価値を「創る力」、

他者と協力して知を「つなぐ力」、そして失敗を恐れず「やりぬく力」の 4 つを養います。そのために、最

先端技術に触れる体験を通じ、専門性と多角的視野を兼ね備え、他者との協働で価値を生み出す次世代のリ

ーダーを育成します。 

さらに、児童生徒の成長を可視化する評価システムを構築し、教員養成や全国の教育現場へ展開可能な新

たな育成モデルの確立を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学では、鈴木剛理事・副学長（教育・研究担当）を実施主担当者、産官学イノベーション共創センタ

令和 8年度 次世代科学技術チャレンジプログラムに

採択決定 
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ーを運営事務局として、プログラム開発担当：福本晃造特任准教授（理数情報教育系）、評価担当：岡部舞

特任講師（理数情報教育系）を中心に全学体制で実施します。 

※JST の次世代科学技術チャレンジプログラム（STELLA プログラム）の詳細は、下記サイトをご覧くださ

い。 

https://www.jst.go.jp/cpse/stella/ 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

 国立大学法人大阪教育大学 学術部学術連携課社会連携係 

 TEL 072-978-3253 MAIL：renkei@bur.osaka-kyoiku.ac.jp 

https://www.jst.go.jp/cpse/stella/

